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Abstract

Rhododendronyedoensevar.Poukhanense-dominatedcommunitiesfoundonrockyoutcropof

gorgewerestudiedphytosociologicallyinChejudoIsland,Korea,andTsushima,Japan.The

communityfoundonsouthemsideofChejudowasdescribedasanewplantassociation,Adino

-Rhododendretumpoukhanense.TheassociationischaracterizedbythepresenceofRh.yedoense

var.PoukhanenseNakai,AdinayubelhZHance,andTriJ)ogonlongeayishztusHonda.Communities

foundonnorthemsideofChejudoandinTsushimadonothaveanycharacteristicspeciesand,

therefore,werenamedRh.yedoensevar.♪oukhanensecommunity.

は じ め に

日本と韓国を隔てる現在の対馬海峡と朝鮮海峡は,最終氷期には,対馬を介して九州とは陸

続きであったし,朝鮮海峡は狭い水道となっていた.さかのぼって,第三紀前半には朝鮮半島

から日本列島はひと続きの陸地であった.その陸橋域を通って動植物は東西に移動した.最終

氷河期が終わり,2つの海峡が成立してからは対馬暖流が海峡を北に流れ,南方系の動植物を

運んで来た.日韓の間の海峡,すなわち対馬海峡と朝鮮海峡の両側には,同種の植物が分布し,
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また同類の植物群落が成立している苦であるが,その実態はまだ殆ど不明のままである.われ

われの国際学術研究は,こうした地史的背景を背負う日韓海峡の両側地域を,日本と韓国の共

同研究で明らかにしようとするものである.

チョウセンヤマツツジは朝鮮半島に広く分布し,済州島では川岸岩角地と山地に生育し,日

本においては対馬の数箇所のみに分布する.本稿では,済州島と対馬の川岸岩角地の群落を報

告し,その比較を行う.済州島と対馬の山地の同種の群落,ならびに朝鮮半島南部の二次林に

おける同種の生態については稿を改めて報告する.

済州島の現地調査は伊藤,金,川里が1992年8月下旬に行った.対馬においては伊藤と川里

が1978年8月,伊藤と中西が1988年5月に調査した.1978年調査の一部は既に報告したが (長

崎県 1978,伊藤 1981),本稿にも再録し日韓の群落比較に供した.

日本側の植物名は大井 (1957,1965)に従い,韓国産の植物名は金文洪 (1992)に従った.

調 査 地

調査は下記の地点で行った (地点番号は図1の番号である).

[済州島]:1.南済州郡南元邑衣貴里貴里川水岳橋.川岸には各所に玄武岩が露出し,岩隙

にチョウセンヤマツツジ,シマタニワタリノキ,チョウセンネズミノオ等が生育する.付近一

帯の川岸の岩角地には,上記の植物は普通に確認されるが,いずれの種も生育量は多くはない.

2.同 漢南里西中川漢南橋.地点1とほぼ同様の生育状況である.

く)

図1 済州島略地図.
チョウセンヤマツツジーシマタこワタリノキ群集調査地 (◆)および同生

育確認地点 (◇),チョウセンヤマツツジ群落調査地 (▲)および同生育確
認地(△). 1.南済州郡南元邑衣貴里貴里川水岳橋,2:同 漢南里西中
川漢南橋,3:同 新頑孝敦川南西橋,4:同 西中川上流部東水橋,5:
済州市/北済州郡涯月邑境界の外部用光令橋.

MapofChejudo,Korea,showingthestudysitesofAdino-Rhododendretum
poukhanense(◆)andothercommunities.
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3.同 新頑孝敦川南西橋.地点 1,2と同様の生育状況であった.群落調査は行っていな

い.

4.同 西中川上流部東水橋.橋の上から双眼鏡で探索し,チョウセンヤマツツジの生育を

確認したが,シマタニワタリノキの生育は認められなかった.

5.済州市/北済州郡涯月邑境界の外部川光令橋.橋から上方を広く探索したが,1カ所だけ

でごく少数個体のチョウセンヤマツツジを確認したに過ぎない.シマタこワタリノキは生育し

ない.

なお次の地点を探索したが,チョウセンヤマツツジの生育は確認出来なかった :南済州郡南

元邑水岳橋,済州市済州大学校の東方にあたる月坪洞の2河川,済州市西部の都近川.

[対馬]:6.長崎県上県郡峰町飼所川.

なお1988年の対馬調査において,飼所川の上流部,下流部,仁田川の全域,佐賀川の全域(い

ずれも峰町)でチョウセンヤマツツジを探索したが,どの地点においても本種の生育は確認出

来なかった.

図2 対馬略地図.
チョウセンヤマツツジ群落調査地.6.長崎県上県郡峰町飼所川 (▲).

MapofTsushima,Japan,showingthelocalityofRhododendrlDnyedosensevar
Poukhanense.
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植 物 群 落

1.チョウセンヤマツツジーシマタニワタリノキ群集 (釈)

Adino-Rhododendretumpoukhanense,NewAssoc.

標徴種 :チョウセンヤマツツジ,シマタニワタリノキ,チョウセンネズミノオ (本種の和名

はHonda1927による).

上級単位 :朝鮮半島の河畔群落の資料が少ない現在,本群集の帰属すべき群団,群目は不明

であるが,最上級単位に関してはオノエヤナギ群綱に属するであろう.

分布と立地 :済州島の南側河川の中流部の川岸岩角地に成立する.その立地は,平常時の流

水面から1-3㍍の高さにあり,常にあるいはしばしば起こる増水時にも河川流水に洗われる

ことはない. 1年に数回の増水時に水没するような川岸の岩石地である.

タイプ資料 :表 1資料 1.

組成上の特色 :シマタニワタリノキは渓流の岩石上という特殊な立地に適応して,しなやか

な木本性の茎と岩隙に深く下ろす根をもっている.チョウセンヤマツツジも渓側の岩角地では

同様の生育形をみせる.加えて本群集では,乾き易い岩石上に適応したチョウセンネズミノオ

が生育する.いずれも,河川中流域の渓側岩角地に適応した種である.(なおチョウセンネズミ

ノオは日本産のフクログガヤの母種である.両種はともに乾き易い渓側の岩石上の立地に生育

する [鈴木 1959参照]).
これらの象徴的な種以外には,帰属する上級単位を指標する種が見当たらないので,群落の

分類体系がはっきりとしない.ひとつには朝鮮半島における同類立地上の群落に関する資料が

少ないので,組成上の比較検討が不可能である.これらの現状から,本群集の帰属上級単位に

言及する事ができない.

2.チョウセンヤマツツジ群落

チョウセンヤマツツジが生育する以外には上記の群集標徴種を欠き,一定した組成的特徴を

もたない.スタンド番号4は済州島の北側の河川で認められたチョウセンヤマツツジの生育地

であるが,数個体のチョウセンヤマツツジが生育するに過ぎなかった.スタンド5-7は対馬

の飼所川で,5は渓側岩角地の森林に近い箇所,6と7は流水に近い立地である.後者には朝

鮮半島系植物であるオオチダケサシが生育する.朝鮮半島の渓谷におけるチョウセンヤマツツ

ジ群落の研究資料が蓄積されきたとき,対馬の群落の位置付けが可能となるであろう.

考 察

西日本においては,渓谷岩角地にはキシツツジ群集 (山中･竹崎 1959,堀川 ･奥富 1959,

中西 1956,中西ほか 1979,中西 ･関 1979:北九州～四国～中国地方),サツキーホソバハグマ

群集 (鈴木時 1976:屋久島),サツキ群集 (南川 1963,1970;南川 ･矢頭 1972:近畿～中部

地方)がある.チョウセンヤマツツジの渓側の上記2群落の立地は,これら西日本の同類立地

の3群集と同じである.また生育形の点で言えば,チョウセンヤマツツジは日本産のキシツツ

ジやサツキと同じく流水に適応した形態を持つ.また済州島にのみ出現するシマタニワタリノ
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図3 両済州郡南元邑漢南里西中川漢南橋のチョウセンヤマツツジ群港.(中央 :
チョウセンヤマツツジ,上方 :シマタこワタリノキ).

Rhododendronyedoensevar.poukhanenseandAdinarubelklatStudysite2,
Chejudo,Korea.

図4 シマタニワタリノキ.

Close-upviewofAdinarubelkZ.

図5 対馬,飼所川のチョウセンヤマツツジ.

Rhododendronyedoensevar.poukhanenseonrockyoutcropatKaidokoro
River(Studysite6),Tsushima,Japan.
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キは,日本の渓谷岩角地群落の構成種のうち,洪水に適応した形態をもつ木本であるキシツツ

ジ群集のトサシモツケ,ホソバノイブキシモツケ,シチョウゲ (森下･山中 1956,山中･竹崎

1959)に対応する.しかし種組成の点において,チョウセンヤマツツジーシマタニワタリノキ

群集が日本の上記3群集に共通する特徴は少ない.あえて共通点をあげれば,常在度は低いが,

ヒサカキ, トダシノ㍉ シオン属,スミレ属,チタケサシ属,ギポウシ属,スゲ属,ノガリヤス

属が出現する点である.いずれにしても朝鮮半島からの資料の集積を待って,改めて検討を進

める必要があろう.
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